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れた｡｢全国的にも ｢生活記録｣の各種活動や思潮 もようや く定着 しつつあるといわれる現在､
本欄の役割 もほぼはたしたと思われます｣(1962.3.19)｡そして､4月2日､選者である野間宏
の2年にわたる選評の決算を最後に ｢生活記録｣欄は廃止された｡
表 1 新潟日報 ｢生活記録｣欄の歩み
年 月日 ｢生活記録｣欄






























































一警 誉.曽 1.11 0.7 0.4 0.7lコ正一≡匂 0.41■m■L






























































































































































































6)1961(昭和36)年11月13日付 新潟日報 ｢サークル活動のカベを破ろう 県協議会が発足｣
7)1956(昭和31)年11月7日付 新潟日報 ｢筆は生活への愛情 選者に和田侍氏｣
去) 1956(昭和31)年12月5日付 生活記録 ｢農家の勤人 秋一私には一番イヤな時｣評 ｢生活技術につい
て 諸君自ら解決の探究を｣
9)1957(昭和32)年1月9日付 生活記録 ｢真の百姓を知らぬ 再び-1農家の勤人'に｣評 ｢勤勉ながら働
けぬ 条件ができていない｣
10) 1951(昭和26)年6月8日付 新潟日報 浪江度 ｢数人の方から反論をいただきましたが､もう少しよ
く読んでいただければ､こういう誤解は生じなかったはずなのだが､と感じることが多かったようんじ
思います｣｡和田はこうした読者の ｢誤解｣も含め､紙面上で読者の反論に答えている｡
ll) 1957(昭和32)年.2月13日付 新潟日報 鶴見和子 ｢生活記録 選者に鶴見和子氏 考え方をぶっつ
け合って｣
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